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今皿

題字岡本祐次学長

第7回地域問題研究交流会報告(要旨）
以下は、1995年1月21日(土)に行われたシンポ

ジウム（於：三画短期大学41番教室）での鱗演と

討鎗の記録です。ただし、紙数の関係上要旨の掲

戦となったことを関係各位にお詫びするとともに、

お断りします。当日は120名余の参加者を得て、

熱心な討崎が行われ、充実したシンポジウムとな

りました（醜演者、討讃参加者は下記の通り）。

地研事務局

窮演：掛川市生涯学習部良質地域課長戸塚行男氏

司会：三Ⅲ短期大学法経科教授雨宮照雄氏

指定討識者：地研室長疋田敬志

地研研究員水谷勇

掛川市におけるまちづくり･生涯学習運動
【司会】前にレジメがありますので取りにきてく

ださい。掛川市の生涯学習部良質地域課長として

掛川市のまちづくりの第一線でご活踊されている

戸塚行男氏をお招きし、約1時間ほど鋼油をいた

だいた後、本学の水谷先生と疋田先生からコメン

トをお願いいたします。その後、会場からのいろ

いろな疑問質問を答える形で、生涯学習を中心に

したまちづくりというものはいったいどういうも

のかという肘瞳を行っていきたいと思います。そ

れでは、戸塚さん、よろしくお願いいたします。

【戸塚】傍さん、こんにちは。掛川市、良質地域

課の戸塚と申します。よろしくお願いいたします。

よく、珍しい課の名前ですね、何をやっているの

ですかと聞かれますが、私のところが所箭してお

りますのは、土地利用の関係と、緑いっぱいのま

ちをつくりたいという関係と、地域を振興させて

いくこと、また、町内会・自治会の窓口を担当し

ている課でございます。一般に、行政といいます

と、企画部門がありまして、それから駆業部門と

か、管理していく部門があるわけですが、その間

に入りまして、コーディネーターといいますか、

いろいろまちづくりをコーディネイトしていく機

能を持たされている課でございます。

ご紹介いただきましたように、私自身は、長い

こと土木工取を担当してきた、いわゆる現珊の人

間でございまして、生涯学習について、特に勉強

してきたということではございませんので、本日
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もあまりお役にたてないのではないかと心配して

おるのですが、掛川市が進めております、生涯学

習迎動の考え方、また、まちづくりの進功方につ

きまして、紹介をさせていただくということでよ

ろしくお願いいたします。

はじめに、今、民放の悉組で掛川市をご紹介い

ただいたものをビデオでごらんいただきましたが、

これはある意味でいい部分でございまして、現実

には全部がこのような状況ではございませんので

あらかじめお断りをさせていただきます。

掛川市は、師岡県のやや西よりの位因にござい

まして、安噸広亜でお馴染みの東海通五十三次で

言いますと、品川から数えて26番目と27番目の宿

珊のあったところでございます。東海通の宿場町、

また山之内一豊に代表される城下町としての長い

歴史を持つまちであります。現在も交通利便性に

は胆まれておりまして、東海道の主要動脈であり

ます、新幹線、東海迩線、それから東名聞速道路、

国通1号線、1号線バイパス。こういったものが

市内を5本縦貫しておりまして、今度また第2東

名が叶画されておりますが、それらのいずれも駅

なり、インターができる、あるいはできる予定に

なっておりますので、これから、ジャンクション

シティーといいますか、交通配迩盤機能を持つま

ちづくりをめざして整備を進めていこうとしてい

るところであります。

人口は7万6千人程でありまして、ご当地の都

市の約半分。面積はl60Miありますので、ご当地



灘市の約1.8倍くらいになりましょうか。そうい

うまちでありますが、面積の50％が森林でありま

して、傘を広げたような、非常に複雑な地形をし

た山地を有しているまちであります。ごらんいた

だきましたように、山里には茶畑が弧り付いてお

りまして、全国有数の茶の産地を形成しておりま

す。農業生産額は130侭円程度でございますが、

その3分の2がお茶でございます。一方、昭和63

年に新幹線の掛川駅が開業いたしました。私ども

はエコポリスと呼んでおりますが（これはエコロ

ジーのエコです）、そういう自然体系を生かした

工逸団地を建設いたしました。それから、一昨年

になりますが、12月ですのでちょうど1年前です

が、東名商速通路のインターチェンジを設阻いた

しました。また、ご紹介いただいたように、天守

閣を木造で本格的に復元して、城下町風のまちづ

くりなども進めているところであります。市の総

合計画では、人口を10万くらいにしたいという考

え方をしておりまして、この期限として2000年を

想定しております。現実には少し高い数字でござ

いますので、ちょっと難しい点もございましょう

が、まちの目槻としてそういうものが設定されて

おります。これからまちの人口を考えていくとき

に高齢化と少子化というような問題をクロスさせ

て考えなければいけないことになってくるわけで

ありまして、全国3,200くらいある市町村のうち

3分の1くらいは人口が減少していく、そういう

総合計画もあるべきなんですが、全国的にどのま

ちもわがまちはこういう風にしようということで、

上を見た計画がつくられているのが現実でありま

すから、そういう将来叶画を全国足し算しますと

人口が3億人くらいになってしまうといわれます。

が、やはりどうしても、自治体としてはいいよう

に考えていくというのが現実です。しかし、掛川

市としましては、人口を増やし続けることを考え

ている訳ではありませんが、ある一定のところま

で人口がないと広い而俄をかつげませんから19万

人を目槻として設定しております。

さて、掛川市は昭和54年に、全国に先駆けて生

涯学習宣言を行い、平成2年には、「地球・美感

・徳育」都市宣言を行いました。これらの宣言を

通じて、生涯学習運動を通じて人づくりとまちづ

くりを平行して進めていこうということでござい

ます。この運動は『都市づくりは人づくりから」

とする市長の発想を原点といたしまして、市民参

加の下にだんだんと体系化されてきたもので、人

生即生涯学習ということで取り組んでおります。

また、商売でいえばどうしたら儲かる力､とか、ど
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うしたらお客さんがきてくれるかということを考

えますから、職業即生涯学習。行政・市政もまた

生涯学習という観点で、いろいろなことを進めて

いる所であります。

生涯学習と一口にいいましても、様之な理念や、

概念があるわけで、生涯学習都市ということを現

実的にキチッと定義付けたり説明したりするとい

うことは難しいのですが、今日のように激変する

社会で生きて行くには、いつも知識とか技術とか

というものを更新していく必要がある。それでな

いと取り残されてしまいますし、また、日常の生

活の中でも、それぞれ課題に対処していかなけれ

ばならない。「人が生きることは学び続けるこ

と」というふうに考えますと、学びの連続が一生

涯ということになるわけです。そういうふうに考

えますと、生涯学習というのは産み方から育て方、

学び方、暮らし方、老い方あるいは、死に方とい

うところを一生懸命良いシステムにしていこうと

いうことが言えるかもしれません。あるいはまた、

行政が人間の内面的な充実とか消潔さというよう

なものを求めていくという見方もできますけれど

も、いいまちづくり。いい人づくりを同時並行的

にめざす、そういう都市経営におきましては、い

くつか理想主凝的な、高い志を持つべきだという

のが私どもの市長の考えでございまして、そうい

う方向でまちづくりを進めております。

戦後、日本人は「金、金、金。早く、早く、早

く。」という風潮の中で、効率主義、金銭主縫、

便利主袈で、突っ走ってきたような気がいたしま

す。それが、功を成して、世界に冠たる金持ち国

になったと言えると思いますが、反面で過疎と過

密をつくった。あるいはまた、高学歴思考という

ことで、教育ママをつくったとか、公害を出した

とか、大切な資疎を失ったとか、いろいろな問題

が出てきたということも言えると思います。また、

今度の阪神大震災におきましても、安全とか安心

とかいう点を見落としたという気がしないでもな

い。これからは、ふるさとの自然とか文化とか人

佃とかそういったものを見磁して、幸せのなんた

るかを考えていく必要があるのではないだろうか。

規模とか風ではなくて、生活のゆとりとか質とか、

そういった内容で勝負していく必要があるのでは

ないか、ということで、生涯学習とまちづくりを

同時牒題として、取り組んでおります。

「わが人生を豊かにし、商めることによって、

わがまちをよくし、わがまちがよくなることに

よって、わが人生もよくする」ということを市民

のみなさんに呼びかけているところでございます。



しかし、何でもかんでも生涯学習化ということに

なりますと、生涯学習＝紙くずカゴ論と例えられ

るようになってしまって、何でも生涯学習の責任

にしてしまうということにもなりかねませんが、

申し上げたように人間は一生考え続ける、考え縦

けなければならない、ということで、また自分の

まちがよくならなければ、自分の人生も高まらな

いという点からすれば、すべて、生涯学習という

ことがいえるようにも思うわけです。そして、い

いまちにするためにただ漠然と願うのではなくて、

意識的にやろう、体系的にやろう、計画的にやろ

う、そしてまちぐるみ、地域ぐるみ満珊総立ち的

に進めましょう、ということを訴えているわけで

ございます。そこで、掛川市が地めております生

涯学習運動の考え方と、具体的にどんなことをし

ているのかにつきまして、紹介させていただきま

す。

レジメにも香いておきましたが、基本的な考え

方は5つほどあります。その1つはビデオでも紹

介していただいたのですが、随所の時代という昭

識と、週択土新民の誇りを持って暮らしていこう

ということでございます。この随所の時代という

のは中国の鴎済和尚の「随所にふとなるところに

主となるjという考え方に習って、東京も随所、

掛川も随所、知床も随所という考え方でございま

して、ビデオで市長が言っておりましたように、

生まれ育った土地にぶつぶつ言って暮らす、こん

なところではダメだとか、こんな両親ではダメだ

とかいうのは、宿命土箇民。それに対して、その

ところどころの風土特色、歴史、特産、そういっ

たものに従づて、ここが好きだから、ここで何か

やることに意展があるからここに住む、そういう

暮らし方をしていきましょう、ということです。

2つ目は、教育に対する誤解といいますか、学

歴偏砿に対する反省といいますか、明治維新の文

明開化、福沢強吉の学問のすすめ以来ずっと学歴

上昇志向ができて、これが成功して世界に冠たる

金持ちにな-，たわけですが、一方で13万人を越す

高校中退者を出したとか、登校拒否だとか、校内

暴力というような荒廃化現象も出てきたので、こ

れからは、地域と両親を尊敬する、地域と両親に

学ぶという考え方が必要ではないか、ということ

でございます。また、地域と両親は学ぶに値する、

尊敬されるに価する地域と両親にならなければい

けない。そのためには、一生涯学び続けていく必

要があるということでございます。それからまた、

大人は敬育が済んだという考え方は捨てましょう、

ということも併せて言っているわけでありまして、
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一生涯で評価し合える地域、まちにしたいという

ことであります。

3つ目は、行政の役割とムードづくりというこ

とでございまして、これまで、行政はややもする

と、いい建物を造ったり通路を造ったりという面

に力を入れてきましたが（施設がそれだけ不備

だった面もあります）、これからは行政が人間の

内面の充実とか、幸せというか、そういう面を訴

えていく時代になったのではないかということで

ありまして、そのためにムード醗成というか、そ

ういう点に力を入れていく必要があるということ

で、単に、建物とか、いろいろな施設を整伽する

だけではなくて、行政と住民がお互いの役割とか

黄任を理解し、みんなでまちをよくしようという

ムードづくりであります。例えば、立派な滴柵工

場をつくることも大切ですけれども、ゴミを出さ

ない、省資源で暮らしていくことの方がもっと大

切ではないか。あるいは、病院でいえば、立派な

腐院をつくることも大切だけれども、病気になら

ない、健康に悪らしていくことの方がもっと大切

ですよと、そういうムードづくりをしていきたい

というのが3つ目のことでございます。

4つ目は、地域の観光資源、活性化資源、そう

いう独特の資源を磨き育てていくということであ

ります。ビデオでも紹介いただきましたが、掛川

市ではこれを「三しか文化」と言っております。

にこしかないもの、今しかないもの、これしか

ないもの」そういう文化を磨くことを提唱してい

るわけでず。きらりと光るもの、お国自慢づくり、

あるいはローカルプライドというか、そういう誇

りに思えるものをできるだけ地やしていきたいと

いうことであります。そして、生産地は、消費に

おいても商い文化を持っていることが必要ではな

いかと訴えているわけであります。例えばメロン

でいえば、普通は採ってから1週間か10日径って

から食べるもの、つまり追熟の味なんですが、本

当においしいメロンの味は（今は種を取るための

ものしかないですが）、ポテッと落ちそうなとこ

ろまで熟した完熟の味でそこでしか味わえない。

とうもろこしとかクケノコで嵩いますと、先にお

湯を沸睡させておいて、採ってきてすぐに食べる。

そのおいしさというのは生産地でしか味わえない。

そこで両者を一体化する生産消智地づくりをすす

めまちの活性化につなげていきたいということで

あります。

それから5つ目は、女性の参加システムの活性

化ということでありまして、本日は女性の方が多

いわけですが、女性は娘として、饗として、母と



してということで、たくさんのいろいろな立甥で

活踊をしていただいております。これからのまち

づくりというのは、女性がどれだけ参加するか、

あるいはどれだけそのまちを愛しているか、女性

が好きなまちか、脚いているまちか、それがまち

づくりの鍵を握ることでありまして、またムード

をつくるのも女性でありまして、できるだけ行政

にも参加をしていただこうということでやってお

ります。例えば、選挙監理姿員でありますとか、

各種いろいろな審餓会がございますが、そういう

所にも必ず女性が複数で入っていただく。教育委

固等もそうでございます。そういうこともあって、

今、文部省から女性の教育長さんに出向していた

だいております。

申し上げたような、5つの考え方で生涯学習連

動を呼びかけておりますが、これらを進めていく

ときに、押しつけとかお説救では、なかなか参加

していただけないわけでありますが、さりとて、

漫然と言っているだけでも実行されないというこ

とで、掛川市では、自らの単純な願いによる生涯

学習を原点として、実践していただくように呼び

かけております。唯も健康で長生きをしたい、女

性であれば美しくありたいと願っていると思うの

ですが、そういうことを原点として、個人におけ

る生涯学習と地域における生涯学習という2つの

切り口でその必要性を呼びかけております。

個人による生涯学習の必要性というのは、レジ

メにある5項目で税明をしているのですが、高齢

化社会に対応するという点でいいますと、寝たき

り老人にならない、ボケ老人にならないというこ

とで、行政的に言えば、高齢化社会をできるだけ

マイナスにしない社会にしたいということになり

ますが、一般に生涯学習と言うと、何々教室とか、

スポーツ振興とか、社会教育的なニュアンスにと

られる面が多いと思いますが、もちろんそのこと

も大切な生涯学習でありますけれども、掛川市で

は、寝たきり老人、ボケ老人にならないというこ

とが最大の生涯学習ではないかと言っているわけ

で、高齢化社会になって参りますと、特別謎瞳老

人ホームが大体’万人に，つくらい、50人くらい

収容できるものが欲しいといわれておりますから、

ものすごい数を整術しなくてはならないことに

なってきます。できるだけそうならない、他康で

畏生きするため、老後を大切にするため、また長

生きしてぽっくり死にたい。そのためには「家の

おじいちゃんはいろいろ物知りだよとか、うちの

おばあちゃん味噌を作らしたらかなわないよ」と

このような生き方をしていく必要があるのではな
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いかといっているわけです。これらを一言で表し

て、PPKOと言っています。これは、ユーモア

半分シリアス半分の話ですが、PKOは国連の

ピース・キーピング・オペレーションのことです

が、PPKoはもっと簡単な賭で、ピンピンコロ

リオペレーション、95歳まで生きてぽっくり死ん

でしまう、そういう人生にしたいね、ボケ老人寝

たきり老人にならないようにしましょう、という

呼びかけをしております。

また、学歴社会を改革するということについて

言いますと、何を学んだかということではなくて、

何を学び続けているかで考えたいねということで

ありまして、偏差値・個性化といろいろ言われて

おりますが、もっと一生涯で評価し合える、報陸

といいますか、そういうことにしていきたいとい

うことでございます。

それから、国照化社会に対応する点でいいます

と、3つの土地勘を持つ人づくりということを進

めておりまして、これを地球田舎人と呼んでおり

ます。田舎ものではダメだ、田舎人になろうとい

うことです。これは別に大宮人に対抗しているわ

けではないですが、掛川のこと、都会のどこかの

こと、それから外国のどこかにも土地勘があると

いうような人づくりをしていきたい。少し理屈的

に言いますと、掛川市の自然とか林業とかを知っ

ていて、大都会のメカニズムとか盛り甥の悩報も

知っている、海外のどこかにも体験がある、そう

いう3つのことをクロスさせる能力が、これから

のリーダーには必要になってくるのではないかと

いうことでございます。

また、地域における生涯学習としても、それぞ

れ5つのことをこういう形で進めたらどうでしょ

うかという訴えをさせていただいております。掛

川市は生涯学習を10年を一区切りとして進めてき

ておりまして、市民共通の18項目のテーマとプロ

ジェクトというものを持っております。それは特

別なものではなくて、B4版1枚にまとめたもの

ですが、このプロジェクトによって推進していま

す。現在は2回転目の6年目、つまり16年目にな

るのですが、この2回転目を生涯学習パート2と

呼んでいます。

このテーマとプロジェクトは、生涯学習運助を

始めたときに市民アンケートを行いまして、数百

あった要望意見等について染約して行き、殿終的

には、十数項目になり.、それに新幹翰の駅も作り

たいということを加えて、18項目になったのです

が、このように市民の皆さんの意見要望をもとに

作り上げたものですから、それぞれの市民が自分



の関心のあるところ、仰意なところ、大切だと思

うところに参加をしていただければ、18項目の全

てが動いていくまちになるのではないかという期

待をしているところでございます。

そういったことを進めていくため、市民総代会

システムを位匝づけておりますが、これは市民の

意見をできるだけ市政に反映させようということ

でありまして、中央集会と地区典会からなってお

ります。中央梨会というのは、140程ある自治会

の役員さん（会長、副会長、会計といった具合）、

その皆さんと市の三役・部長クラスの人たちとの

渠会で、今年はこういうことをやらしていただき

たいというような説明を年度当初にしております。

それから、地区集会というのがありまして、これ

はいわゆる移動市役所ですが、これを定期的に毎

年秋に行います。掛川市は昔の小さな町が16集

まってできたまちで、それぞれに小学校がありま

すので、その小学校区に出かけまして、その地域、

そしてまた掛川市全体についての意見・要望．苦

悩・アイデアといったものを出していただいて、

できるだけ市政に反映させていこうというもので

す。

この典会というのは自治会と市が合同で開他す

る形を取っておりますが、例えば、今度天守閣を

極元したいということについていかがですかとい

うようなメインのテーマを持って典会を開いてお

りますし、今度このような条例を作りたいのです

が、みなさんどうですかというようなテーマで議

猫をしていただきながら、進めております。新幹

線の駅を作るときも、お金が足りないので、寄付

をお願いしたこともありますが、そういうことも

含めましてその中で識鏡しております。そしてい

ろいろ出されましたことを聞きっぱなしではいけ

ないということで、出された意見や苦悩に対し今

年はできないけれども来年はやりますというよう

な回答をつけて、双方が保管をしているというシ

ステムで進めております。いわゆる在庫管理です

ね、進行管理というか。こういうことをやります

といろいろな要望が出てきますが、すべて嬰望さ

れたものができるというようなことではなくて、

これはとても大きくてできない、あるいは5，6

年かかる、あるいは3年かかるということで、

待ってもらうケースが多くなります。そのことも

併せて承知をしてもらうというようなことであり

ますが、市民のみなさんからは、「大きなことが

できないのはわかった。だけど、小さいことくら

いはすぐにやってくれ。」となりまして、今は、

例えば100万円以下の、ここが危ないから面して
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ほしいとか、あそこの工耶してくれというような

ことは、即やる体制にしておりまして、係を置い

て、そういう要望をすぐに対応できるようにして

おります。これが年間300件くらいあります。

自治会の機能というか加入率が非常に高いとい

うことが、今申し上げたようなことを進められる

一つの要因かもしれません。地域でのお付き合い

がしっかりしているということがいえるかもしれ

ません。それから、そういうことをやっていくと

きに、先の100より今の20と言いますが、もう先

のことはいいから目の前のことを直せというよう

な搬猫も当然されるわけでありますけれども、将

来に向けて質の高い遡誼をされる方がわれわれに

とってはありがたいわけです。そこのどぷ板を直

せというようなことを大錨論にするよりは、将来

どういったことをしていったらいいかというよう

なことを議論していただく方がありがたいのです

が、それをなんといいますか、市民のみなさんの

考え方が高いレベルになっていただくことが望ま

れるということです。それからまた両方、職員さ

んもこういうことを承知していてくれなくてはい

けないわけですから、今申し上げたような会合に

は、蟻員さんには必ず出ていただいて市民の要望

・意見をお聞きいただくというようなことで進め

ております。

そういうことを進めていくときの舞台となりま

すのが、いろいろな公共の施設でして、全市民の

集まるところは、中央の施設。地域の人たちが巣

まっていただくのは小学校区における施設。そし

て、町内会は、町内会の施設ということで、3段

階で考えています。それを第一剛、第二脳といっ

ておるのですが、第二厨の小学校区の施設に少し

特色を持たせておりまして、小学校と一体的に使

える巡物、学習センターといっておりますけれど

も、地域の学習センターがあります。学校は、勉

強するところだけではなくて、その地域の太陽的

な、何でもかんでも使えるような所、寄ると触る

とそこに行けるような所にしていきたいというこ

とでして、そういうシステムにしております。学

校というのは、だいたい田舎の方ですと一番いい

ところに一番広くとってあることが多いですから、

それをできるだけ活用していきたいという考え方

で、学習センターを置いております。それから全

市民が典まるところには中央のセンターがありま

して、いろいろなことをやっていっていただくた

めのアドバイザー、あるいは、お手伝いをしてい

ただくというメンター制度を設けております。い

ろいろな相談のシステムができてきていますけれ



ども、そういう体系で進めております。

そこで、どんなことをしているかということに

ついて、少し紹介をさせていただきます。資料に

いくつか例記いたしましたのでご覧ください。ま

ず、「掛川学邸始め」ですが、市民にわがまち、

わが地域のことをよく知っていただくということ

です。私どもがトップから常にいわれているのは、

行政の憎報をおもしるおかしく加工して市民に分

かるように説明しろということですが、行政が

持っている数字というものにはなかなかおもしろ

いものがなくて、うまくいっていない点が多いの

ですが、行政的にいいますと、広報・公聴をしっ

かりやるとこういうことになります。よく、わが

まちの面俄や、通路の長さがどうだというときに、

掛川市でいいますと通路の延長が1200キロござい

ますが、1200キロといってもなかなか見当がつか

ない。掛川市から札幌に行く長さだという方が分

かりがいいのではないかということで、そういう

工夫をできるだけやっていこうということであり

ます。また、いろいろなボランティアであると

か、一人一芸一スポーツをやろうとかというよう

な、いろいろな呼びかけをしているわけでありま

す。

2つ目に、年輸の染いというのがありまして、

先程申し上げましたように一生涯で評価し合える

というか、そういう社会を作りたいということで、

人生の中間決算というか、成人式以後毎年10年目

毎に、みんなで染まって話をしたり、何か話を聴

いてみたりというようなことをします。孔子の教

えに倣って、而立式（30才）とか不惑式（40才）

というように名付けておりますが、その年代の人

たちが中心になっていただいて、いろいろ進めて

おります。これは、はじめ、70歳まででやったの

ですが、それから10年経って、その人たちが「も

うおれたちはやることがないかjということにな

りまして、それだったら、80歳、90鰻の典いを

やってもらおうということになりました。90職の

典いをやるときに、担当が教育委員会でして、こ

んな高齢の人が染まって、もし何かあったら大変

なことになるということでしたけれども、市長の

一言、「90歳まできてここでぽっくり死んでし

まってもこれはおめでたい賭だからやるべきだ」

ということで、始めました。ところが聞いてみま

すと、90位になりますと、この10年間自分宛の通

知をもらったことがないという方があったり、そ

れからまた、家族の協力がないと出席できません

ので、家族に聞いてみますと2日も3日も前から、

何を蒲ていくかで大騒ぎでした、なんていうこと
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で大変葛ばれたわけです。

3つ目は、女性の意見を市政に反映させるとい

うことで、女性会蟻を皿きまして、模擬市識会み

たいなものですけれども、女性の立珊で、市政に

対する研究をしていただいて、意見をいただき、

できるだけこれも反映させたいということで、地

めています。

4つ目には、全市公園化計画というのがござい

ます。これは、わがまちを公園のようにきれいに

していこう、本格的に緑化されたまちにしていこ

うという市民運動でありまして、フヨウとかムク

ケという花の木がありますが、これを100万本植

えてみようとか、そういったことを市民を中心に

逃めていただいています。私どもがお手伝いして

いることは、最近は田圃を休耕するところがあり

ますからそういうところを借りて、その苗木を作

り市民の皆さんに提供していくといったようなこ

とでございます。こういったことも、色々な花の

会があって会員が約800人くらいおりますから、

そういう人が中心になってやっていただいており

ます。これは強制ではありませんから、出たり、

出なかったりはありますけれども。

また鍛近、全市想像の図寄館化計画をやろうと

しております。これはどういうことかといいます

と、いろいろな施設はやっぱり財政力の豊かな自

治体の方が変わっていて、図密館なんかでいいま

しても本当にうらやましいような図密館をお持ち

のところがたくさんあります。掛川市は残念なが

ら図書館はまだで、これからですけれども、なか

なかそこまで財政が届かないということもありま

して、それらも一方では、作ることを計画しなが

らも、もう一つは、さっきバラの話がでたのです

が、バラを想像の図僻館の一角にする。というこ

とは、そこに行くと、いつ行っても40棚顛のバラ

が見れて、触れて、しかもバラの本もあるという

ようなところを、30カ所くらい作りたいね、とい

うことでやっています｡

それから変わったところでは、姉妹都市。アメ

リカのオレゴン州のちょうど翼ん中にユージン市

というまちがあります。人口が10万のまちですが、

ここに70haほどの農鳩を持っております。これ

は行政が向こうの土地を買うわけにはいきません

から、第三セクターという手法で姉妹都市のお世

膳で農増を買いました。そこの土地には、住宅も

ありますので、そこを拠点として、中高生・大学

生のみなさんに年に2回、2週間ほど、春と夏に

研修に使っていただいております。大体30万円く

らいで行って来れますので、そういうことをやつ



ております．アメリカも農業は赤字でありまして、

休耕しなくてはいけないとかいうようなことがあ

るわけですが、民家の人にも行っていただく。そ

れから市の職固も3カ月位で交代でいってもらっ

て、そこのところを国際交流の拠点施設にいたし

まして、先程言いましたように、3つの土地勘を

持つ人づくりの一つの拠点にしているというわけ

であります。農薬はやっぱりアメリカでやっても

厳しいのですが、内容的には野菜を作っておりま

す。400aかそのくらいですけれども。始め、現

地の人たちは、日本人が来て何をやるのかなんて

言っていたのですが、賎近は非常にうまくいって

いまして、向こうの朝市に出荷させていただいて

いますが、先般もこれは非常に質がいいというこ

とで表彰もしていただきました。そういうことを

通じて国際交流をする。ホームステイ、ファーム

ステイをやったりしております。

それから、農業塾長制度がございます。行政も

なかなか専門的なことに入っていく人がいなく

なってきた。そこで、民間の専門家を活用するわ

けです。農業離れが進んでおりますが、そういっ

たなかで、農業で成功している人、お茶だったら

この人に聞いてくれ、技術も生産も儲ける方も

しっかりやっているという人を顕彰して、その人

を塾長に任命して、その人にいろいろと聞いてい

ただく。市は御台づくり・仕掛けをお手伝いとい

うようなことを今やってみております。いろいろ

なことを合わせて、まちづくりをしているという

ことであります。

8番目以降は、これまで市が進めてきたいろい

ろなことがでておりますけど、今、行政（自治

体）は、お聞きになったことがあるかもしれませ

んけれども、自治体亜争の時代とか、あるいは政

策競争との時代と言われているように、地方自治

体というのは、個性あるまちづくりとか、目前の

政頭を持った政策主体への転換というものを求め

られていると思います。まちとまちが競争するよ

うな謡になってしまいまずけれども、わがまちの

経営、あるいは活性化戦略というものを行政があ

る程度色涜く出していく、そういう必要に迫られ

ているのではないかと思っているのであります。

そして、いろいろな躯業でやることも、できるだ

け付加価値を付けた駆業として、できれば、全国

を走り回るような－級愉報が発侭できるまちにし

ていきたいということであります。それには、や

はりきちんとしたコンセプト、あるいは住民参加

というようなことに対する市民の協力が僻られな

いと前にはでられない、進まないというようなこ

7

とになろうかと思います。

掛川市はいろいろ変わったことも進めてをおり

ますが、一つの言い方として第四、第五、第六の

貯金をする時代になったというようなことを提咽

しております。どういうことかといいますと、第

一の貯金というのは自分の貯金です。自分の財亜

を卿やす。第二は、会社とかそういう勤め先に対

する貢献であります。第三というのは、保険とか、

年金とか、そういう国とかがやっているところに

対する貯金、第四というのは、わがまちに対して

も少し目を向けていただきたい。そして、自然と

か環境に対してもこれからは、第五の貯金として

やっていただきたい。そして、国際交流というよ

うな点についても目を向けて、お金を出していく

必要があるのではないだろうか。だから、個人の

財産からちょっとわがまちにも、言ってみれば寄

付をするとか、貢献するとか、そういうことがい

いまちにしていくには必要はないだろうかと言っ

ております。

そのひとつが、8播目になりをすか、新幹線掛

川市駅の建設でした。昔は、新幹線の駅を造るの

には、国鉄が造ってくれたんですが、ある時から、

赤字になってしまうから造らないとなったんです。

造るんだったら、全額地元で負担しなさいという、

このような条件が付けられてきたんです。そのと

きに駅を造ったのですが、馴粟間で135世円程か

かりました。それで、市としましては、いろいろ

なこと、学校も直したい、あれもしたいというよ

うなときで、財政的に苦しかったものですから、

市民藤金ということで、こういうものを造りたい

のでみなさん協力してくれますかということで提

案をしまして、25億円の募金を始めました。当時

は6万人ほどでしたから、そういうなかで25億円

ということになりますと、1戸10万円、l社100

万円が目標紬でして、それをみなさんが出してく

ださるかどうかということで、進めたわけです。

これまた、まちの財龍作からお付き合いまで含め

て、自分の納側のできる範囲の所で参加してもら

いたいということでやったところ、目槻を上回る

30億円というお金を出していただくことができま

した。お金のことはともかくとして、この駅は自

分も参加している、あるいは、自分もお金を出し

たよということが、後からまちづくりを進めてい

く中で、かなり効果があったというように考えら

れる所でございます．そしてそれは、まちづくり

に大きなインパクトを与えたということももちろ

ん言えるわけであります。

そして、前後して、先程申し上げましたエコ訳



リスというlOOhaの工業団地を作りまして、全国

一部上賜企業を対象に進出をお願いしたところが、

あっという間に申し込みをいただきました。現実

にはバブルがはじけましたから、2，3社出遅れ

ておりますが、このときもかなりのルールを作り

ました。五共益体制と言いまして、五者が共に益

する状態、五者が共に良質な状態を条件としまし

た。五者とは、地柵者と地域、入ってくる人（企

業であったり、住民であったりしますけれども）、

仕事をやる人（ゼネコンです）、そして掛川市。

この五者が共に益する共に良質な状態で開発を

進めることをルールとして、取り組んできまし

た。

それからまた、一昨年になりますが、東名掛川

インターは、これもまた全額地元の負担でしたの

で、まちに対する投資ですけれども、全国502番

目のインターとして設置したところです。そのと

きに初めてインターチェンジの料金所がグリーン

になったんですね。みなさん、あちこちでご覧い

ただいていると思いますが、インターチェンジの

料金所は、全国統一で赤なんですね。ところが、

掛川市は、日本通路公団と何回も交渉をしまして、

グリーンにして屋根も皇居風にしました。道路公

団は股も安い方法で効率を上げていきたいという

ことで、規格品を持ってきて瞳く方法が一番安い

ということになりますが、もう少し特色をつけた

い、お金も地元で出すんだからということで、初

めて変えたインターチェンジであります。そして

木も2万本くらい植えました。

それから、庁舎が一番最後で、今は地震が来れ

ば倒れてしまうような庁舎ですが、やっと新しい

庁舎にしようということで、工事に入っています。

これも3点セットというような形で、進めていま

す。下水の終末処理鴫と衛生センターと庁舎を

1ケ所につくろうというものです。行政が迷惑施

設として持っているのが4つあります。死体処理

と尿尿処理、下水処理とごみ処理です。これらの

施設はどこへ持って行っても「ちょっと待ってく

れ、俺の所はいらない」というような施設ですが、

そのうちの2つを庁舎と同じ敷地の中に入れてし

まう。絶対公害を出さない、においを出さない、

というようなものを作っていこうということで、

既に衛生センターが完成しておりますが、衛生セ

ンターと言うとちょっと格好悪いので、生活砿斑

パビリオンと言っております。植物は生産者、人

間・動物は消費者、そしてそれを分解するのがバ

クテリアですね。その生物術環のひとつを組み込

んでいるということでありまして、それに、生物
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砺環に乗らないビニールだとかプラスチックだと

か、これが公害になるのですが、そういうことを

勉強する明にしてしまおうということで、そうい
今

う施設をセリ,卜でしております。このようにでき

るだけ工夫をしながら、進めているところであり

ます。

その他、もう一つだけ言いますと、生涯学習投

票率の向上ということです。みなさんは、これか

ら、10o回くらい大きな過挙に投票する機会がご

ざいます。衆議院、参蟻院、知事選挙、市長週、

市町村殿会というふうに6秘類の逆挙で100回あ

ります。これを生涯学習投票率といいまして、こ

れをできるだけ棄梱しないようにしよう、政治を

バカにする人はバカな政治と共に暮らさなければ

いけないということで、訴えているんですが、お

恥ずかしいところ、まだ特別に投票率が上がって

おりません。シラける理由があるのかもしれませ

んが。県下21市のうち、いつも3番か5番ですけ

れども、そういうことにも目を向けていただきた

いということも訴えております。

こうしたことでまちづくりを進めてきたわけで

すが、丁度バブルの慨気の良いときにいくつかの

ことが進みまして、そのときに土地問題を抱えま

した。それは、新幹線の駅ができましたので、全

国ニーズの土地が駅周辺に狐中した。今までの10

倍、4，50万円だった土地が4，500万というよ

うな値段になってしまった。片方では、一坪3.3

㎡が400万、500万。そして片方では、lhalOO万

くらいの山がある。それも木が付いているという

ことですから、生産意欲が減退してくるというよ

うなことがありまして、このまま行くとわがまち

はどうなっていってしまうかという心配がありま

した。それからまた、生涯学習を10年間進めてき

た中で、やっぱり土地問題というものにもう少し

意識を持ってもらわなくてはいけないのではとい

う識論が上がりまして、掛川市生涯学習まちづく

り土地条例を作りまして、土地問題を生涯学習の

一つのテーマとして考えていただこうということ

にして参りました。

俺の土地は何に使おうと勝手ではないかという

ようなことでいきますと、そのツケは般終的には、

市民の皆さんの所へ回るわけでありまして、とん

でもないものができて、問通の起きる市は何やっ

てんだ早く整儲しろということになれば、税金を

いくらいただいても足りません。そういうことで、

叶画的に、ここは将来農地にしようというふうに

みんなで相談されれば、農地として土地を売買し

てもらえばいいのですが、農地として安く買って



おいて、何とか宅地にしよう、儲けようという人

がたくさん入ってきましたので、先に計画を立て

る。つまり、「計画のないところに開発なし」と

いうようなことをしっかり打ち出しました。

そういうことを相談していくときに、いきなり、

こうしたいとかそれを押しつけようなんていう時

代ではないので、むしろ市民に積極的に参加いた

だいて、自分たちで考えてもらう。そういう方法

がいいということで、これを3段階で進めること

にしました。それをルール化したのがこの土地条

例です。市が規制をかけるとか、網をかけてしま

うというような心配をされた人もおりまして、い

ろいろ鍍諭になったんですけれども、そうではな

くて、例えばこの山からこの川の所までは一つの

まちとして考えた方がいいとか、道路体系、排水

の体系を考えるのに、一つのまちとして考えた方

がいいのではないかというようなことを提案、投

げかけをします。次に、みんなで考えて、これな

らいいとか、これは、考えてみる必要がある、一

つ前へ進む必要があるということであれば、2段

階目の、これは促進区域と言っておりますが、計

画づくりをする区域は指定をします。できるだけ

大勢の人に怠見を出してもらって、まず理想的な

ことや要望を地図に描いてもらう。漫画的なもの

を書いていく。そしてこれならいい、これなら協

力するよという人が、8割以上、80％以上になっ

たら、協定区域とします。それに向かって、例え

ば、ブルドーザーを入れるようにするか、あるい

は、将来とも森林として守るというような方針を

出していくということで、これをあらかじめルー

ル化ししっかりやっていくということで、まちづ

くりに取り組んでいます。

これにも二面性がありまして、土地基本法とか

都市叶画法といった法仰がありますから、そうい

う基本理念を大切にして進めていくのですが、法

律の隙間みたいなところがなかなか埋めきれない。

例えば、最上流部の森林地帯、水源地ですね。こ

この一番きれいな水が流れてくるところに、ゴミ

の問題が起きました。ごみの焼却喝を作りたい。

それで、そのゴミはどこのゴミかと言いますと、

東京近辺のゴミを持ってきて、ここで処理したい

という。この値段なら土地を売りたいという地主

も現れまして、それちょっと待ってくれというこ

とになりました。都市的な施設としては大切な施

設だけれど、わがまちにとっては水源地帯です。

ゴミの焼却鴫を造ろうという人は、法祁に違反し

ていないものをたぶん造ると思います。自治体は

法仰に違反していないものであれば、許可をせざ
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るを得ない立場にあるわけですが、しかし万が一

のこととか、あるいは道路の交通渋柵とか、いろ

いろ問題がでてきますので、これはちょっと待っ

てほしいということになり、それでは止めるよと

いうことになったんですが。そういう幾つか矛盾

した点がでてきます。

それから、制度そのものがまだ自動躯もない時

の法律とかに従っているため、制度疲労を起こし

てしまっているものもあると思います。自動車が

ない時の基地でもって今を考えていかなければな

らないという問題がありながら、一つ法律に触る

と10も20も触らなければいけないような状況が現

実にあって、変わっていかないというような悩み

も、持っているわけであります。

ですから、法律を越えるというか、高逼な考え

方でわが地区のことを考えていく。そのためには、

この協定区域というのを作っていこうということ

であります。協定区域といいましても、条例です

から、法抑を越えて規制をかけるということはで

きません。協定は紳士協定、申し合わせ協定の範

囲を出れないわけです。しかし、私どもの進めて

いることは、80％以上の同意に基づいて相険が成

立するということになっておりますから、80％以

上の人が、ここは将来農地にしておこう、ここは

開発していこうということで、基本的な方向で合

意されていますから、押さえるとか、規制をかけ

るという筋の段階でこれは農地にしておこうとい

う相談がされているので、ここを買っても将来と

も農地だよ、10年間、15年間は農地だよ、という

計画付きの売買になっていくということです。

個々の間囲がおきる前に防いでいくというところ

に目を向けていただきたいということで、やって

いるのがこの条例でございます。

今そういうことで、13カ所がこのルールに基づ

いて、まちづくりを進めているところでありまし

て、なかには、将来ともに森林にしておきたいと

ころ、開発をしたいというところ、農地として基

盤笠傭したいというところ、あるいは、古墳なん

かでこのまま守っていきたい、というようなこと

で、それぞれ、幾つかの区域で手を挙げていただ

いて、いろいろな方向を出していただいています。

すでに計画ができあがって協定して進んでいると

ころも4カ所5カ所あるわけですけれども。そう

いうことでこの土地条例によりまちづくりを進め

ております。

目的とするところは、3つほどありますが、一

つは、土地問題を生涯学習。つまり、土地問題に

ついてもう少し勉強をしていただこう。生涯学習



のテーマにしていただこう。あるいは、土地を売

るときにもうちょっと慎亜になってもらおうと

いった方がいいかもしれませんけれども、もう

ちょっとよくお考えになってやっていただこうと

いうこと。それから第2に、土地利用は計画的に

やっていく。そして、開発と保全を平和共存させ

ていきたいという考え方であります。そして3つ

めは、徹底して市民参加をしていただいて、その

中で相談をして決めていくということで、ルール

化して進めているところであります。

それで、普通いろいろな耶業を進めるときには、

そこの関係する地樋者だけが対象ですけれども、

この賜合は、そこに住んでいる人、アパートに住

んでいるだけの人にも加わっていただく。そして

意見を出していただく。地主だけで話を進めてし

まいますと、地域としての合意形成ができません

ので、般初の段階では、そこに住んでいるだけの

人、つまり土地に対する椛利を持っていない人に

も加わっていただいて、まちづくりに参加してい

ただこうというような手噸・やり方で進めている

わけであります。

ご専門のみなさんですから、合窓のパーセント

のもつ愈味というのは、おわかりだと思いますけ

れども、灰両轄理法という法伸でいえば、土地に

制約かけるときは3分の2強制ですね。面祇の66

％、人の66％以上の賛成があれば、その事業を進

めてもいいとなっているのが法律なんですが、3

分の2では、市町村等がいろいろなことを進めて

いくときに、とてもできないといいます。いろい

ろ問題が多すぎます。ですから実際には、90何％

の人、100％に近い人がよろしいといわなければ、

前に進められないのが実状なんですけれども、そ

ういうところに近づけるための手法として、条例

というもので、制度化してやっているところであ

ります。

では掛川市は生涯学習運動を10何年もやってき

たので、みんな徳を積んだというか、よく分かっ

た人たちばかりかというと、一番般後になって譜

をひっくり返して恐縮ですけれども、全部がそう

いう人ばかりではなく、非行少年が一人もいない

かといえば、そうではありません。鯉走族はいな

いかもしれませんが、アウトサイダーといいます

か、俺は関係ないという人もおります。しかし、

このような人が一人でも少ない方が、いいわけで

ありまして、高い理想を禍げている中で、なかな

か難しい点があるわけでありますが、市長の評価

でいいますと、股初は竹薮生涯学習で、上の方だ

けざわざわ、下はさっぱり動いていなかったが、

簸近少し竹の子が生えてきたかなというようなこ

とでありますので、まだまだこれからのことでご

ざいますけれども、掛川市としてはそういう理想

のもとに、行政を進めているということをご理解

していただければありがたいと思います。

そして、私としては、こんなに若いみなさん方

の前でお鑑をさせていただく機会というのが始め

てのことでありますので、お願いを一つさせてい

ただきたいのですが、今度の災害等をみていただ

いてもいろいろお感じなることもあろうかと思い

ますけれども、行政は、一生懸命いいことをやろ

う、よくしようと思って、狭い範囲の中でいろい

ろなことを地めている場合が桔椛あります。でき

あがってからとか、失敗したときに、何をやって

いたんだ、けしからんと言うようなことは、誰に

でも言えることでありまして、そうでなくて、先

程も申し上げましたように、少しばかり知識のあ

るものが正しいなんていうような時代ではないと

思っておりますので、できるだけ、行政に参画す

るということで、われわれにいろいろ教えていた

だいたり、怠見を間かしていただくということを、

これからずっと世の中を動かしていくみなさんで

ありますので、是非お願いしたい。また、すでに

そういうお立場の方もあると、先生方からお聞き

したのですが、公務員とか地方自治体で関わって

いくみなさんも、いらっしゃると思いますので、

今申し上げたようなことで、いくつか矛盾があっ

たり直さなければならない点もありますが、なか

なか動いていかないのが実状でありますから、是

非そこに関心を持っていただいて、意見を反映さ

せていただくというようなことをお願いさせてい

ただいて、話を終わりにさせていただきます。

どうもありがとうございました。

【司会】どうもありがとうございました。戸塚さ

んから非常に詳しいレジメに基づいて、掛川市の

実例をご紹介いただきました。先程、Ni油の簸後

にありましたように、みなさんの方からの積極的

な質問とかあるいは、反応を期待されているとい

うことであります。非常に多岐にわたる謝演でも

ありましたので、5分ほど休憩をとります。その

間に少し、みなさんももう一度反翻して、質問し

たい内容等を考えておいてくれればと思います。

（5分間中断の後）人が生き生きとして生きる

ためには、やはり自分たちが住んでいるまちが、

紫敵なまちでなければならない。お話にもありま

したように、人口が多いということは、それだけ

を目的にするんではない。まちがいかに紫昭らし

－10－



いか、そこでいかに人々が生き生きとしているの

か。そういうまちを作れば、自ずとやはり掛川市

を愛し、そこを週択して住む人々が増えてくるだ

ろう。ということから、人づくり＝まちづくりと

いうお考えがあるということが、分かりました。

そういうふうにすれば、生涯学習を中心にしたま

ちづくりというのが、われわれにも掴めるという

ことがお話からよく伝わってきたと思います。

二つ目には、そういうまちづくりを進めるに当

たって、従来の市民参加というのを越えた、はる

かに深いスタイルというのが硫立されている。市

民総代会というお話がありましたが、先程、戸塚

さんと個人的にお話しする機会がございまして、

市の職貝の方のこれに対する努力というのが非常

に大変だということを伺いました。5時に定時に

仕耶を終えた後に、地区に入っていって、年間60

回とか、あるいは多い場合には90回も、地区の典

会に参加して、そして、市民との間で何回も対話

を繰り返して、その中で政策の内容を決めていく。

掛川市というのは、紳岡県でも非常に賃金が安い

らしいです。しかし、一番労働時間が長いのが掛

川市の公務員だというお話も伺いました。そうい

う努力を亜ねながら、市民と一体になった、まさ

に参加を保証するスタイルがとられているという

ことを伺うことができました。

三つ目には、その生涯学習を中心にしたまちづ

くりが、現段階では、土地あるいは土地利用とい

いますか、従来は土木とか都市計画とかいう狭い

釧域で考えていられた耶柄を含むようにもなって、

生涯学習を中心としたまちづくり、あるいは土地

条例というものが、作られるようになっている。

まさにそういうハードな面もまちづくり、生涯学

習の一つのテーマになりつつあるというお話を伺

うことができたわけです。

そういうお話を踏まえまして、本学の二人の先

生からコメントをいただきたいと思います。まず

般初に、本学で教育原理を担当しておりまして、

三歯県の生涯学習などについて、従来から研究を

進めております、水谷勇先生からコメントをお廟

いいたします。

【水谷】今、雨宮先生からお話があったように、

生涯学習というと、掛川市という感じで、生涯学

習というもの自体を掛川市から学ばせてもらって

いるわけですが、1960年にユネスコで生涯学習が

首われだして、1985年にパリで成人成人教育会雛

がユネスコ主仙で行われて、そこで有名な学習椎

通言というのが出されたのですが、掛川市が宣言
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を出したのが、79年と、きわめて早いんですよ

ね。

その学習梱宣言は、ぼくの授業でもよく引用す

るんですが、教育というのは、今の識演でも戸塚

さんが批判されたように、子どもの時にやるんだ

とか、知識を与えられてそれを学んでいくことだ

とよく言われるのですが、学習椎宣言というのは、

人権の埜本的一部として学習梱を考えるというこ

とを言っているんですね。特に社会にというか時

代に参加するために必要な生存権と同じく根本的

に必要なことと言っているんです。つまり、衣食

が足りて学習をするというのではなく、衣食のた

めにも学習する。もちろん高等な文化を教養とし

て学習することもいいんですが。確かに、先日

あった大震災のことなんかを考えますと、ちょう

ど神戸や淡路島で学校が始まったというのがあり

ますけれども、そんな雰囲気ではない。まず、ま

ちを、自分の家を直したいとか、衣食を何とかし

たいというのがある。そういうことを考えるとこ

の学習宣言は発展途上国のことだけでなく私たち

のことでもあると思いますね。

そして実際、今のちょうど掛川市のまちづくり

の話を聞いていてそう思うのですが、明治時代日

本が学校教育を中心に国興しを考えてきたせいも

あって、学校で勉強するということは、そのまま

村を捨てる学力を付けていくことになる。しかし

大事なのは、村を育てる学力ではないのか。生き

る力ではないのか。こういうことを、文部省では

なくて、組合やら民川の教育団体は古くから言っ

てきたわけですが、そういう学校教育に対する見

直しというか、教育観自体の根本転換が必要だと

思うのです。その先頭に掛川市が立ち、実践され

ておられるということで、大変心強いお話を聞か

せていただきました。有り難うございます。

衣食が足りてからするのが学習ではなくて、そ

もそも衣食を正すために学習しなければならない。

先程の蹴演の中で、まちづくりとかお茶の話とか

出ていましたけれども、そういう本当に自分たち

の暮らしを何とかしていこうと思いますと、やっ

ぱり勉強していかなくてはならないのではないか。

そういうもののためにこそ学習というのがあるの

ではないか。ちょうど市長が、「高等離村」と名

文句で言っておられた、学校で勉強すればするほ

ど村を桧てていく学力がつくというのではなくて、

村を育てていくような学力を学校でも地域でもあ

らゆる機械を通じてつけていく必要がある、これ

こそが一悉大事ではないかということなんです。

こうした教育理念は教育基本法に既に掛かれてい



ることなんですが、ほとんど死文化してしまって

います。また、国際的には85年のユネスコ学習柵

宣言にもっと豊かに述べられており、いま日本の

教育界全体として、この85年の学習枢宣言に学ん

でこれをどう実現していくかが問題になっている

のですが、そうしたことが単なる理想ではなく現

実のこととして掛川では行われているということ

なんですね。掛川市の実践をお聞きして、やっぱ

りユネスコ学習栃宣言の意義は高いなと思うし、

同時に掛川市では、人づくりは林業と同じで百年

の大叶を持って望まねばならんという教育の鉄則

に適っていて、直感的に感知したにせよ、実践的

には随分と進んでいるのだなというのを、感動的

にお川きました。まさに市長の慧眼ですね。

それと、行政というのは、ちょうど土地条例と

か土地行政の形で出たんですけれども、よく教育

学の世界からいきますと、人々自身がどういう考

え方をするのかというのが一番大事な考え方だと

思われます。で、理想崎ばかりをぶっているよう

ですが、この観点から、掛川の取り組みに大賛成

ですし、欲を言えばもっともっと苦労していただ

いて、本当の住民自治・民主主袈の実現に向けて

さらにフロンティアを切り開いていただきたいと

注文を付けさせていただきます。

世の中を良くしていくためには、法律を良くし

ていこうとか、整備しようとか言うんですけれど

も、実際、制度というのは、作ってしまうと、そ

れがまた固定化して、そちらのほうから人が動い

てしまうことになって、本末転倒というか、いい

ことをしようとして作った制度が逆に悪いこと

やっていくためのものになってしまうことがよく

ありますよね。政治改革の問題でもそうなんです

けれども。それで、よく教育学者たちは反対に、

世の中をよくしていくのは教育ではないか人づく

りではないかと主張します。理想強といえば理想

鏡なんですけれども。法律というのは、よかれと

思って作ったものが、制度疲労を起こしたり、起

こさなくても逆用されたり、抜け穴を作られて、

むしろ悪邪を支えるようなものにもなりかねない。

だから基本的には、人づくりというか、市民一人

一人の考え方が一番大耶だと思うのです。

実際に、掛川市では単なる施設づくりではなく

て、ゴミ問題でも市民自身のムードというか、市

民をどう作っていくかを考えておられる。実際そ

れがなければやっていけないし、そういうところ

に力を入れてやっている。だから、まさに生涯学

習という名前を全面に出して、市の中心部局、普

通だったら、企画調整だとかいっているところを

生涯学習部という名前で、単に従来社会教育と

言ってたものを生涯学習に名称替えしただけでは

ない、ちゃんとした内実がある。むしろ行政の一

番中心的な問題を生涯学習というところに結びつ

けられたことに民主主蕊の原点があり、教育の原

点がある、すごい憩眼だなと思いました。

ただその点で、専門に生涯学習ということを考

えている立珊から注文を付けると、基本的に生涯

学習というのは民主主義の問題ですし、みなさん

に対してお賭をするのは釈迦に脱法になるのかも

しれませんけれども、市長さんがやりたいことと

か、市役所が決めたこと、または議会で決めたこ

とでもいいのですが、それを上から下に市民に啓

発していって、例えば、ゴミ問題が大蛎だからゴ

ミ問題を考えましょう、それで市民も考えるとい

うように動いていくのではなくて、本当に一番大

瑚なことは、私たち一人一人、市民一人一人が統

治者として、主権者として、行動していって、そ

れを動かすのがむしろ識会であったり、市役所で

あったりするわけですから、そういう意味では、

もっと下からの声というか、市民の声を吸い上げ

る必要があるし、そのためにも全体のことを考え

てものを言い、行動していく質の高い市民が求め

られるわけで、それこそ行政一人でできることで

はないのですが、高レベルな行政活動の展開をさ

れている掛川市だからこそ、さらに一段階高い民

主的行政展開を求めたいのです。

今の識演の最後の方で言われておられたので、

既に十分ご自覚のことと思われますが、トップダ

ウンで、市長がかけ闘をかけて市民がついていっ

ている。しかし竹の子が生えてきてこれからが本

領発抑といったところ。でも、問題は行政の気に

入らないことを言う人間でもちゃんと受けとめて

いけるか。人はそこで度量の広さとその人の民主

主袈が問われる。それでないと住民を行政のお先

棒として使うことで、一歩間通えば戦前の軍国主

雑になってしまう。住民運動が、市長が号令した

こと、市役所が市民のため(こよかれと思ってした

ことをやっていく住民運動になっていくのではな

くて、むしろ住民連動の中から、市の行政担当者

の方には耳の痛い話でしょうけれども、逆に市政

を批判するような住民迎勤もでてきて、そこもま

た、汲み取りながら市政運営できるようになって

くる、実際既にそういう努力をされていると思う

のですが、そうなってこそ、本当の生涯学習とい

えるものになっていくと思います。このような迎

動を通じて。今は市艮についていく形で、自分た

ちのまちという、住民としての自覚がすごく成長
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してきたんではないかと思いますけれども、逆に

市や市役所を乗り越えていく市民の成長というの

が、このような生涯学習のなかから結局でてくる

のだろうし、それに直面したときにまたそれを受

け止めながら、市が、行政が住民とどう歩んでい

くのかというのが今の喋題になってきているので

はないかと思います。

日本では、戦後民主主義も私たち国民が運動で

勝ち取ったというよりは、上から「棚からぼた

餅jしてきたもの、だから樋力者にはアメリカか

ら押しつけられたものというイメージが強く、そ

のことで反動的な面もあるわけですけれども、な

かなか私たち一人一人が統治者として行動し、市

役所や醗会を使っていくというふうになっていな

いので、とっても難しい問題だと思うのですが、

それでも、ないがしろにできないことで、絶えず

内と外からの批判に目を向けて、より良い方途を

探求し続けていってください。これがベストだと

思ってしまうと、発連も民主主義もそこで止まる

どころか、むしろ後退していってしまいますか

ら。

何か釈迦に説法してるみたいで大変恐縮なので

すが、感想と途方もない注文を付けさせていただ

いて私からのコメントといたします。

【司会】水谷先生の方からは、掛川市で行われて

いる生涯学習というのが、住民がまさに地方自治

の主人公になる、一つのプロセスとして、非常に

徹嬰なものを含んでいるのではないかというコメ

ントをいただきました。戸塚さんの方から、何か

それに関して、補足というか、ご脱明がありまし

たら、つけ加えていただけたらと思うのですが。

それでは、続いて、疋田先生の方から、コメント

をお願いしたいと思います。

【疋田】今たっぷり水谷先生の方からお話があり

ましたので、私の方は、少し絞って。私は掛川市

に2回行きました。この夏とその前の春です。

行って、まずおもしろいまちだなと思いました。

まちの施設の名前が非常に変わっているんですね。

それから、掛川市の新幹線の駅に行きますと、掛

川市八景とかがある。ここは誇大妄想狂ではない

のかと、そういうことを感じさせる。このまち壷

わっているなという風に。それが今のお話で分

かったと思うのですが。単にある人が思いついた

とかそういうのじやなくて、市民のアイデアとか、

知恵が始まっている。だから知哩のあるまちだな

というような気がしました。お茶博士とか、これ

l土遊びなんですけれども、その中には結栂意味の

あることが含まれている。

そこで、少し掛川市のことを1，2年くらい勉

強してきたんですけれども、まちづくりに興味を

持って、私自身、灘のまちを紫材に、ここ5年く

らい生徒と一緒に調査を行ってきているのですが、

まちづくりで、行政法の学生でしたら、途中の所

コントロールをすると思います。どちらかという

と法的な手段で。こういうとこに頼りがちなんで

すけれども、掛川市の場合、まちづくり土地条例

という、非常におもしろい、土地基本条例を乗り

越えている条例を作っているということで、非常

に興味を持って、そういうお話をしてくださいと

いうことで、お願いに伺ったわけです。それで、

どんな題にしますかということになったんですね。

私の方では、「掛川市まちづくり土地条例のお話

をjと言ったんですが、「先生それはちょっと止

めさせてくださいませんか。今言われたのに、生

涯学習というのをつけていただくのでしたら。で

ないと、私の方の涜料を理解していないというこ

とになる。生涯学習運動とまちづくり土地条例。

これ、生涯学習がはずれたら、うちの穆板があり

ません。jとなったわけです。ここの市長さんは

鎗文を省かれたり、本を出されたりしている方な

んですね。市役所の人もですね、戸塚さんを前に

して失礼なんですが。戸塚さんは、橘を造ったり、

道路を造ったりしてこられた人なんです。どちら

かというと、津市でも私はそういう課長さんと親

しくさせていただいているんですが、活がへた一

な人とか。それから誠実で一生懸命話していただ

いているんですが、こういう話生徒の前で、先生

堪忍してくれと。ところがそういう技術畑から、

市の中心部を担ってきている人があって、まち全

体こういうお話をされる．戸塚さん自身がおそら

く育ってこられた。そこにみられるものは、私そ

の行政法でいいますと、よく住民主柵とか市民主

椎と言いますが、住民とか、市民というのは、そ

のままでは主椛者、潜在的主棚者ですけれども、

主椛者としての力というのがでないですね。例え

ば、みなさんが、ポッとあの人に市のこの地域ま

かすから、やってみなさいといわれても、できば

いでしよ。はおっておいたら主権者にはならない

んです。それには、掛川市のを聞いていて、一つ

は生涯学習、やはり学ぶということ。学ぶという

のは、ある剛域の中で、知的な専門家に育ってい

くということ。もう一つは、ただ学んでいてもダ

メなんですね。津市でいくら生涯学習について学

んでいても主梱者になれない。いったら津市にお
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こられますよね。それは、そういう主椎者として

の、そういう経験を積む制度的なシステムに乗ら

なくてはならない。それは、レジメで2枚目です

か。5の所ですね。市民総代会システムとか、三

階建て生涯学習施没ネットワーク。私は、掛川市

にいきました。般初にいったときは、お城が建設

中でまだできていませんでした。とにかく、生涯

学習センターをみにいってください。これはだい

ぶ前に建っていますから、全体にしては、色はく

すんでいますが、非常にアイデアに宮んだ自然光

を取り入れたホールがあるんです。それから、外

気が直接はいったりする。そこで市民が自由な発

表会なんかをされて、非常に立派なものです。そ

の前の公園も整術して、非常広い公園。市役所見

てください。市役所はぼろぼろです。田舎の役場

でも今時こんなぼろい役甥はないです。それも継

ぎ足し継ぎ足しというような感じで。ここは本当

に市民のためにはお金を使うけれども、市役所を

建てるのは一番簸後にせんならんと。もうすぐよ

うやく面目を一新される。しかし、そのときでも

迷惑施設を市役所の中に抱き合わせで作って、そ

こで、市の職員が働いたり、市民が来ても公害を

出さないという覚悟をしている。本物だなと言う

ふうに。そのときやはり市民というのは、そうい

う発言が取り入れられて、初めて自分たちの力を

自覚し、そして自分たちのアイデアの正しいとこ

ろも、考えの間通っているところも、解っている

んですね。で、主桶者との生涯学習そして参加で

きるシステムがあって、そして、ある程度長い経

験があって、大きな力を発揮する。ずいぶん豊寓

な内容でした。1時間では細かいおもしるおかし

い謡までは、しゃべっていただけませんでした。

それがおそらく獄詰まっているんだろう。その背

緊には、学習ということとシステムということ。

掛川市の市民は、十分主柵者たる資格を持ちつつ

あるんではないだろうか。ということが私として

非常に最後に、そういうものに対して、自治体の

主張と行政組織のイニシュアというものが、本当

にうまく発揮されているのではないだろうか。津

市のことを振り返ってみますと、このあいだ岡村

市長が引退されました。2年生の人であれば、入

学式の時。で、1年生の人に入学式の時は、もう

新市長かな。まだ岡村市長でしたね。今の市長は、

三重短叩大学2部の第一期生です。私たちが親し

い人です。これは身内だから非常に厳しくいわせ

てもらえば、岡村市長は、20年間やられたわけ

です。第一期には、ずいぶん市民の間に入られた。

このあたりにはしとも川の洪水もありまして、自

分の要求をいろいろと聞いて回られたんです。こ

れは非常に評価です。でも、2期目からは止めら

れたんです。どうしてかと。市長が住民と直接賭

されますと、住民から今いわれましたよね、すぐ

にあそこやここやというふうに要求される。私で

もいいたいことがあります。しかしこれは、市の

限られた財力ではできないんですね。でも市長は、

市民の切実な声を聞きますと、これもやりましょ

う。あれもやりますということになります。そう

しますと、市の幹部は困ってしまうんです。市長、

市民に会わないようにしてください。で、会わな

くなっていったんです。近繭市長は、今市民の回

りを回っておられます。これは、大耶なことです。

でも市の幹部は、同じ反応をします。市の幹部と

しては、市長が市民と膝を交えてというか、アイ

デアを組み替えていいまちづくりをするというこ

とは、これは全然反対することではないのですが

こういうふうに長い展望の中で、すぐにやれるこ

ととやれないこと。つまり主椎者として育つよう

な場を設定できていないので、市長が個別に会っ

ていけば、これは、相関的に財政をばらまくしか

ない。その先には、財政破綻しかない。津市に大

きなお金を出してもらっている、短期大学なのに

ここまで文句を言っていいのかどうか解りません

が。しかし私たちも、今日は、津釈からお連れし

たのですが、いいところですねと言われて、非常

に嬉しかった。津市というのは、暮らしやすい所

なんですね。海もあるし。山もあるし。川もあり

ます。季候も樋やかだし。三亜短期大学の回りに

もいい施設がある。しかし、われわれが津市の主

人公になっているのかという点で、まだまだです。

そういう点で、今日の話は非常に参考になりまし

た｡股後にこういうふうになるのに、一朝一夕で

はなかったと思うんです。一つはやっぱり市長の

イニュシュアというものが大きかったと思うんで

ず。新村純一さんとお句しやるんですね。新村さ

んというのは、どのような人かというのを少し紹

介していきたいと思います。ここまでくるのに、

まだまだ不十分だと思っておりますが、ここまで

くるのに、どれくらい時間がかかってきたのか、

その中で一番やっぱり苦労を、うまくいったこと

ばかりではないんです。そういうところを二つ戸

塚さんの方からお話いただければと恩いまず。

【司会】疋田先生のコメントは、私の方で要約す

る必要はないと思います。市の関係者がおられな

かったせいか、かなりしゃべりすぎたようですけ

れども．それでは、ちょっと戸塚さんの方から、
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二つほど、疋田先生から質問がでておりますが、

このようにリーダーシップを発仰されて、生涯学

習を進められた市長について、説明をください。

それからもう一つは、いろいろな失敗困鎧もあっ

ただろうということについて、補足してください

ということですが。よろしくお願いいたします。

【戸塚】過大に評価していただいて、恐筋ですが、

私の感想を素直なに言いますと。最初に、昭和54

年に生涯学習都市通言をやるときに、私自身は、

参ったな、これからまた研修ばかりで、あれやこ

れやしょっちゅうやらされたんじゃと思っていた

んですが、市長からそういうことではない、自分

の得意なところを、例えば、釣りにかけてはうる

さいよと力､、このことだったら僕もうるさいよと

いうような人たちを大勢作ることが大切だという

ことをいわれ納押したんですが生涯学習といいま

すとそういう意味において、入りにくい点があっ

て、ある程度の時IMIがかかったということもあり

ますので、ちょっと補足をさせていただきます．

私の所の市長は、林業家でございます。今5期

目で、17年になるわけですけれども、その前の掛

川市というのは、照会識員も市長も一期ごとに交

代になっていくような、巡り合わせというか、そ

ういう選挙の激しいというか、いろいろな耶梢も

ありましたけれども、そういうまちでありました。

市長も県会蟻員も何期もやるというのは、市政が

できて40年になるんですけれども、今の市長に

なってからです。師岡と浜松のちょうど中間にな

りますので、県庁所在都市と、50万都市との間で、

いろいろな面で谷間になってきたというようなこ

ともあって、ある意味では結束できたかもしれま

せんが、そういうまちでありました。

市長は林蕊家で市長になる前に、県の森林組合

の連合会で森林関係の仕叩Iをやられてこられまし

て、そのときに、懇しい矛盾の図式といいますか、

そういうことをいわれてきました。世の中が、東

京一極集中へとどんどん動いていったわけですが、

紅蕊の美しいところは、貧しくて、緑の豊かなと

ころは不便。小鳥のさえずるところ住みにくいと

いったことがあり、山村部の過疎化が進んでいる。

そしてそこに住む人は、グズグズ、ブツブツ

いって暮らしている人が多いように見える。

これではいけないということで、随所のひとづ

くりの発想をされた聞いております。

市長は、植樹は絶対善という信念をもっておら

れ、生涯学習運動の中にも復育という林業の言鷲

がでてきますが、撫で育てるに通じる、食育・撫

宵もそうですが、そういう考え方で暮らしていく

ことが大切だということを言っております。

それから、いろいろなアイデア、また、ネーミ

ングにも、独特なものを持っていて、先ほど先生

からご紹介いただいた駅の所の、「これっしか

処」という店の名称も市長の発想です｡

いろいろお土産を売っている店で、ふつうの町

では「観光物産腰」という方が多いと思うのです

が、市長の発想で、独特のネーミングがされまし

た。

また、今度、天守閣の近くに第3セクターで

「こだわりつばjという店を作りました｡なんだ

それはとよくいわれますが、こだわって立派なも

のを売るという意味で、やはり剛光物産店です。

観光物産店がわかりやすいのですが、一度聞い

て、なんだつけというように印象に残るというよ

うなことが大切ですから、ネーミングに対しても、

怠識的にこだわっております。

こうしたものを、行政も負担して、幾つか第3

セクターでやっております。先ほど申し上げたオ

レゴン農鳩もそうですけれども。

しかし、行政としては、赤字部門も抱え込まな

ければならないこともございまして、第3セク

ターでしっかり鼎字になっているのはここだけで

すが、当初、年冊一億ちょっと売らないと採算が

とれないということでしたけれども、最近は、2

億数千万円の売り上げがあります。

売るものにこだわって、アイスクリームは、イ

タリアから取り寄せた槻械で、ジャージ櫛の脂肪

分の高い牛乳や地元のイチゴやメロンを使ってお

いしいものを作って、こだわりの商品を光ってい

ます。

なにもかもうまくいっているわけではないんで

ずが、そういうものの中から、幾つか育っていく

ものもあるわけで、紹介をさせていただきました。

失敗も、たくさんあるわけですが、物耶を進め

るとき、俺のところには譜がなかったとか、進め

方、手順で失敗することがよくあります。

あるところまで蛤が進んでいって、餓後の段階

で、俺のところに紬がなかったから、主旨は賛成

だが進め方が悪いといったことはよくあることで

して、進め方が魁かつたという反省もあります。

ですから、そういうものを無くしていくために

は、できるだけオープンにしていった方が、ある

窓味で楽な場合もあります。先ほど申し上げたよ

うに沢山の要望が出されますが、予算はこれだけ

ということを解っていただいた中ですすめること

で、具体的には、いくつかあると思うのですが、
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思い出せませんが、先程申し上げた18項目も、こ

ういう考え方、方向で進みましょうということが

オープンにしてあるのですが、3千億プランとか

5千億プランということでもいってきておりま

す。

最初の10ヶ年計画の時に、生涯学習10ケ年計画、

3千値プランというように表現してきました。

10年間に国、県、市が使う公共のお金が3千憧

円あるが、たくさんある要望のなにが大切で、な

にを優先すべきかという問いかけで、そのことを

考えていただき、市政に反映させていきたいとい

うことであります。

民間との違いがどうかというお話もありました

が、民間と協測して、一体的にやるというのが基

本的な考え方です。ですから、先程申し上げた企

業進出の時には、わが地区に何をしてくれるのか、

わが地区は何をお手伝いできるかということであ

りまして、地域としても人材が、欲しい、悩報が

欲しいということで、そういう企業進出も大切で

すから、何を生産し何をしてくれる、何が地域に

貢献できる、金儲けだけではいけませんから。そ

ういうことのチェックというのもされているとい

うことです。だから文化施設、資生堂のもありま

すけれども、化粧品に関する歴史資料が、しっか

り博物館的に腰示しているとか、美術館はすごい

ものがあるとか、そういう噛み合わせをしており

ます。また新しいことで都会の人たちを田舎の方

が受け入れるということで、動いているところが

あります。それで、よくまち作りをするときに三

者というふうに先生方は、よくおっしゃいますね。

若者、よそ者、馬鹿者というふうに。若い人がい

ないとやっぱりダメですね。それからよそ者とい

うか、若い人の新しいアイディア。それから馬鹿

者。きちがいのようにやってくれる。この3つが

揃うと、あちこちいって話をしてもここはいける

なというふうに私は、感じるのですが。先生に教

えられたことが生きているような気がして、おり

ます。ちょっと話がずれて恐縮でしたが、民間に

ついては、一体的にやっていきたいということで

す。若者の定簡率については、課題です。工蕊用

地、大手の所をかなり入れまして、20に近いよう

なものが、入ってますけれども。まだまだ、服用

がまだ少ない。高学歴のみなさんが勤めていただ

くところが少ないということで、これは、もう

少し伸ばしていきたいということで取り組んで

おります。ちょっとお答えになってなくて恐縮で

す。

【司会】どうもありがとうございました。それで

は、他に何か質問、あるいは発言ございますか。

【質問l】一つだけお伺いしたいのですが、初期

段階で学歴社会を改班するというところが非常に

難しかったと思うんですよ。昭和60年代くらいに

は、学歴社会というのは全国的に根をはっている

ので、かりに掛川市で、小・中学校で、学歴社会

を脱皮して、偏差値から個性値へと教育しても、

かりに高校へ上がったときにやっぱり学歴社会だ

というふうになってくると思うのですが。その辺

はどうされたのかをお伺いしたいのですが。

【戸塚】現実、この頃は少し変わってきたように

思うのですが、高学歴というか、学校も名前で

もっているというか。大学とか高校とかそういう

段階で、いわゆる学歴で評価しているというのは、

みなさんご承知の通りなんですね。しかし、それ

が一番大切かという醗論を起こしたんです。お服

の中から、その子育てにはいっている。それが本

当に人間の悪らし方として、いいでしょうか。

もっと農業をやる人もあって、そういう人もいな

くては、世の中が成り立っていかないわけですか

ら。それぞれ、自分の好きなところで暮らしてい

く方が。そこの所にこだわりすぎて、みんなうち

の子どもが社長になる専務になるなんていっても

これは無理な話なんですよ。というようなことを

訴えていますが、まだ学校教育の中に、ここの

所まで取り組むまではいっていなくて、地域で

の生き方・幕らし方で、拠唱をしているところで

す。

【薗間2】2点あるのですが。レジメ2枚目の上

の方に、土地の有効利用・適正利用を含む18項目

とあるのですが、これを列挙のような形でも結柵

ですので、どんな項目があるのかということ。も

う一つは、掛川市駅を作るために市民に募金を

募ったら30億円が速成できたということですけれ

ども、76,000人ですか、掛川市は。所僻に直すと

大体、25,000所帯くらいになるんですかね。そこ

から個々に10万くらいという話なんですけれども、

本当に100％そういう形で募金ができたのか、と

いう2点についてお開きしたいのですが。

【戸塚】はい。18項目のテーマとプロジェクトと

いうのは、これは言ってみれば行政全般が把撞さ

れているような形になりまして、行政的に言いま

すと、地域振興とか、いろいろと殿しい分かりに
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くい言蕊で言っているのですが、例えば、その一

つを挙げてみますと、「わが地域を楽しく語れる

ようにしましょう」というのがあります。それは、

どういうことかといいますと、その木造天守閣の

ことや、国土調査とか、凋査もしっかりやりま

しょう。沢山のことが並べてありまして、大体行

政全般のことが縦割りではなくて、括りがされて

いるというような内容でして、市民向けにわかり

やすくなっているということです。要望恵見とし

て出されたものは、おおむね行政がやらなくては

いけない仕事が網羅されているんですね。そうい

うことで、言い方を少しもっと市民向けにわかり

やすくしています。行政がこれをやるということ

ではなくて、市と市民がやらなくてはいけないと

いうことを現しているということであります。そ

れらは、各課が自分の関係はどこだというときに、

掴みにくいんですね。農業の話だと、農林課があ

りますが、7番目と8番目と9番目に出ていると

いうことで、逆に行政、担当者がそこの中から拾

い出しをしてくるという内容になっています。市

民全体の、こういうまちにしましょうという目槻

で、そういう表し方にしました。ただ言い回しは、

少し農業のこと、農の文化を守ろうとか、2世代

同居で暮らしていく地域作りとか。言い方を少し

変えているのですけれども、そういう内容のもの

でありまして、また資料の方につきましては、そ

んなような内容でございます。

それから藤金ですけれども、目槻額でいうと、

2万戸余りの時の話ですから、1戸10万円、l社

100万円ということでして。募金ですから、強制

をするわけにはいきません。しかし、お金は欲し

いということで先程いいましたように、自分の子

どもが東京の大学に行きますと、800万円、1,000

万円かかりますから、そのうち何％になりますか、

10万円。あるいは、まちの広告等。農家の人は、

そんなもの俺は戦ることがないから関係ないとい

うのですが、まちの広告琴で、お茶が売れること

があるとか、いろいろな、顔作り、財産作り、と

いうような考え方で、お願いしてきまして、腰の

曲がったおばあちゃんが500円届けてくれたとい

う譜もありますが、大体市民の3分の2くらいが

これに賛同してくれました。それ以上のことはも

ちろん行政として言えませんので、これは市民団

体が中心となってや-っていただいたのですが、企

業には、l社100万円以上というふうにお願いし

たら、1億円出してもいいというところも少しあ

りましたから。それで、目概額を上回ったという

内容であります。

【質問3】失礼します。レジメの2枚目の5の所

なんですけれども、生涯学習の推進体系というこ

とで、市民総代会システムと三層建て生涯学習

ネットワークというのがあるのですが、この市民

総代会システムの、中央集会と地区巣会について、

もう少し詳しくお伺いしたいのですが。といいま

すのは、140の自治区の役員さんがお染まりにな

られるわけですけれども、その役員さんたちが、

後、自分の住んでいる自治区の人たちに、どのよ

うに事業叶画がおりていくのかとか、あるいは、

地区巣会、16の小学校区になっておりますが、そ

の代表者、たぶん学校関係者とかPTAとかそう

いう方も入られると思うのですが、代表者たちが、

どういう、ただ単に要望とか苦悩とかアイディア

なんかをいい放しになるのではなくて、ある程度

まとまったものを言い合ってくると思うのですが。

そこら辺、みんなの意見をまとめて地区築会に出

てこないと、その地区巣会自体が盛り上がってこ

ないと思うのですが。そこら辺のご苦労等を聞か

せていただきたいと思います。

【戸塚】はい。140の自治会に3人づつとなると、

500人くらいですけれども、女性も入っていただ

かねばならないということでやっておりますので、

実際には600人くらいになりますか。そういう中

で、今年は主要政策としてこれとこれ。部として

はこれとこれを進めるとか、ここまで進めたいと

か、わずかな時間ですが挽明をしています。そし

て、レジメというようなものも作っております。

それを各自治会に持っていってもらいますから、

そこで、その町内会・典落で、今年はこういう報

告があったよということが報告されるというシス

テムです。ですから、引き継ぎ密にもなっている

んですね。要望は、こういうふうになっていてま

だ未解決がこれだけ残る。これは、来年あるいは、

4，5年先になるということで、お互いがそのこ

とを承知しあっているというシステムであります。

中央巣会でも意見交換を行います。

それから、地区築会は、今お話がありましたよ

うに、最初は、あそこのドプ板が噛れているから

早く直せというようなことが、沢山出ました。こ

れでは時問がもったいないなということで。だん

だんお互いが気がついてきて、これは検討した方

が良いということで、それは要望で小さな話は別

に出すようになりました。例えば今年、去年の話

でいいますと、水の問題が実際には17カ所では

やっていますけれども、14カ所位から水をきれい

にする提案なり、お叱りもありますが、そういう
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ものｶｨ出てくる。その前の年でいいますと。一番

は、老人向けの施設が足りないということで、各

地区から出されました。今は、全体に各地区で鯛

整がされて、今年はこの問題をいっておかないと

具合が憩いというようなことになっております。

ある地区なんかは、3点なら、3点に絞って、長

い議識をやる。あるいは、10項目くらいやる。と

いうような、それぞれその地域におまかせしてい

るんです。私どもは、できれば始めにこれとこれ

をするからということを教えてもらい、そうしま

すと、この問題が出るなら、この課とこの課が出

席しろという指示を、私ども閲整ですからやりま

して、できるだけその甥で、答えができるように

する。もちろんできないこともたくさんあります。

10年くらい先になってしまうというようなことも

たくさんありますけれども、それを解っていただ

けるというようなところに、意味があるのではな

かろうかと思っています。先程も言いました、参

加状況は各地区によっても多少通いますけれども、

各組織の中ですね、消防団や、農業生巌雨地も入

る場合もありますし、商店街が入ってくる嶋合も

ありますが、主体は自治会の役固です。ある地区

は、人数が少ないところは、その地区のシンポ

ジュウムみたいにして全戸が出席するようにして

おります。そういっても6，70％ですから、大体

会場が100人くらいしか入りませんので、そうい

うやり方にしてみております。

【質問4】新幹線掛川駅が昭和63年3月13日に開

業しましたよね。この駅が開業したときに、新幹

線の駅は、掛川の他に後4つ作られたのですが、

この新幹線掛川駅の開薬というのは、何年前くら

いから具体化したものですか。

【戸塚】これは、市長が就任して10年近くかかっ

た話なんですね。始めにこれを言い出したのは市

長でして、新幹線というのは、鰻も活用されやす

い距離にあるべきで、静岡と浜松が70何随ありこ

の間飛ばして通過するのは、少し問題があるとい

うのが市長の醗強でした。そういったことで計算

して、やっぱり真ん中にどうしても欲しいという

ことで、またダイヤ縄成の時に少し長すぎるとい

うようなことがあり、そういう柵報がうまく入っ

てきたこともありまして、それで、市長が当時の

国鉄に100回くらいお願いして、ようやく出来た

ものです。そして、先程言ったようにちょうどい

ろいろな事業が亜なって、財政的に苦しい時に決

まりましたから、市民のみなさんに相岐しました。

当時、6，000人いないと新幹線の駅を作ら敏い

というのが条件でしたが、しかし、どう想定して

も6.000人に届かない。4,500人くらいにしかなら

ない。そこで、ある先生にお願いして、相乗効果

をうんと見てもらったら、6,500人くらいになる

よというデータが出まして、それで決まったので

すが。5年経って6,500から7,000人くらいの乗降

がありますから、やっぱり相乗効果が働いて、ま

ちの活性化に非常に大きなインパクトになったと

判断しています。

【司会】ありがとうございました。まだまだ質問

したい方もおられるとは思いますが、予定された

時間ですので、質問を終わりにしたいと思います。

本日は、掛川市から戸塚さんにおいでいただい

て、非常に賀砿な鋼演をいただくことができまし

た。もう一度、盛大な拍手をお送りください。

さて、現在日本の地方自治体は、とくに過疎と

いわれる地域でですね、非常に厳しい時代を迎え

ております。三重県でも南部に尾鷲とか熊野、東

紀州あたりでは、総合叶画の人口目樋が今よりも

下がるというところもあります。それから、経済

的にも以前のような4％台の成長は、とても望め

ない。2％台の低成長が推移するのではないだろ

うかということが言われております。そうなると、

勢い各自治体では、凪の拡大よりも質の向上が非

常に問われてくることになります。多くの人間が

住むよりは、むしろ一人一人がいかに優れた人間

になっていくのか、質の高い住民をどうやって確

保するのかというのが、今、地方自治体で問われ

ております。ですから、掛川市のように生涯学習

運動というのにここ20年近く取り組まれた自治体

というのは、今後ともわれわれの非常に注目すべ

き所になっていくだろうということは言えるで

しょうね。そういう意味で、今日は、非常に賀亜

な識油をいただくことができました。みなさんも

生きた学習が出来たのではないかと思います。

それでは、長時間ありがとうございました。

編集後記

今号は、本年1月21日(土)に行われた第7

回地域問題研究交流会での報告にもとづく践

稿である。一日一日と春めいてきて、梅から

桜へと美しい花びらも交替した。阪神大震災

は我々 に多くの教Mjlを与えてくれた。傭勢は

刻々と変わり、旺盛な地域研究を我々に求め

てくる。日々糟避を心がけたい。（M）
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